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『十字架の道行き』および聖週間の典礼へのご参加のお勧めとお願い
主任司祭   小 林   陽 一　
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  3 月の予定

日 曜 典　　礼 ミ サ ・ 勉 強 会 備      考

2 金 初　金 初金ミサ (10 時 ) 掃除、３月毎金曜 9:30 ～十字架道行

3 土 主日ミサ (18 時 )

4 日 四旬節第２主日 主日ミサ (  9 時 )

10 土 主日ミサ (18 時 ) 掃除

11 日 四旬節第３主日 主日ミサ (  9 時 ) 教会委員会

17 土 掃除

18 日 四旬節第４主日 主日ミサ (  9 時 ) ミサ後、共同回心式

19 月 聖ヨゼフ祭日 祭日ミサ (10 時 )

24 土 掃除
25 日 四旬節第５主日 子どもと共に捧げるミサ (  9 時 ) 大掃除（C,D）、サロン

26 月 神のお告げ祭日 祭日ミサ (10 時 )

（Ⅰ）四旬節中の『十字架の道行き』の祈りへのご参加のお勧めとお願い

四旬節中の毎週金曜日、午前９時３０分から約３０分間、聖堂内にて『十字架の道行き』の祈りが実施されております。

イエス様が十字架を背負って三度お倒れになったことはよく知られております。目前に見えるゴルゴダの丘の前で、最後
の一歩を登り切る力もなく、イエス様は三度目にお倒れになります。こうしたイエス様のお姿を心に思っても、私たちには
十字架を避けようとする別な心があって、キリストの十字架になかなか近づけません。「十字架を避けようとする心を、私
たちから取り除き、最後まであなたの道を歩ませてください」と祈ることによって、キリストの受難に近づくことができます。

今年の四旬節中の金曜日に、教会の『十字架の道行き』の祈りに参加して、イエス様の苦しみが感じ取れるよう導きを願
いましょう。『十字架の道行き』へのご参加を、是非お願いします。

（Ⅱ）聖週間中、聖木曜日のミサへの参加のお勧めとお願い

ミサは信者生活の中心であり、キリストと深く一致し、共同体の一人ひとりが互いに一致する恵みを願って、「一致の秘跡」
ミサを捧げます。この主旨で捧げるミサが、聖木曜日のミサ、「主の晩餐の夕べのミサ」です。

キリストが最後の晩餐を行った、そのみ心に感謝して、共同体が参加するミサでありますので、中和田カトリック教会共
同体の多くの方が、できるだけこのミサに参加していただくことが望まれます。同じ一つのパンを分け合って、イエス様と、
そして他の信者の皆さんと心を一つにして、このミサを祝いたいものです。この日のミサの説教のあと、洗足式を行うこと
もあります（任意）。洗足式は、祭壇の前に座った何人かの男性の足を、司式司祭が、タオルを配る人、タオルを受け取る人、
湯を沸かす人、湯を運ぶ人などの協力を頂いて、タオルで拭います。この間、会衆は、謙遜、奉仕を表す聖歌を歌います。

４月５日、聖木曜日、午後７時からの「主の晩餐の夕べのミサ」に、共同体の皆さんができるだけ参加されますようお願い致します。

（Ⅲ）聖金曜日の典礼へのご参加のお勧め

この日、祭壇の前に司式司祭がひざまずくところから典礼が始められます。祈願の後、「私のしもべは見るべき面影もなく、
輝かしい風格も、好ましい容姿もない。彼は軽蔑され、人々に見捨てられ、多くの痛みを負い、病を知っている」（イザヤ
書３３：３）と記された第一朗読、キリストの従順について記された第二朗読、その後、主の受難の朗読となります。キリ
ストが十字架につけられるまで、どのように扱われたか、十字架の上で何に苦しまれたのかが明らかにされます。十字架の
崇敬式のあと、交わりの儀で終了いたします。

聖金曜日の典礼は、特別に意味の深い典礼です。是非参加をされますようお勧めし、ご出席をお願い致します。

教会委員会 3月 11 日（日）

共同回心式 3月 18 日（日）

子どもと共に捧げるミサ 3月 25 日（日）

典
礼
こ
よ
み
（
三
月
）

≪註≫ 3月度の「信徒の会」例会は、共同回心式と重なる
ため、お休みとします。
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第 31 回　横浜教区典礼研修会

2 月 11 日、ルルドにマリア様が初めて御出現になった日、世界病者の日、建国記念日、
そして今年は 3・11 の 11 ヵ月目にあたる日で、特別な記念日が重なった日に、藤沢教会
で行われた春季典礼研修会に参加しました。横浜教区の 450 名近くの方々が、心に残る充
実した一日を過ごされた事と思います。　　　

午前、日本カトリック神学院典礼部講師の白浜満神父様の講話。「罪のゆるしとなる」「新
しい永遠の契約の血」の二部にわたってのお話でした。ゆっくりと、とても分かりやすく、
イエス様が私達一人も滅びることなく、永遠の命を得るためにご自身を満願の捧げものと
して死んでいった事によって、私達皆が救われる事などお話し下さいました。

午後からはカンペンハウド神父様の「ミサは聖霊降臨でもあります」という講話。ミサの中に
見える聖霊の働きを、お年を感じさせない熱意をもって、情熱的にお話し下さいました。その後、

研修に基づいた典礼と聖書朗読のミサがあり、閉会しました。

いろいろな会や集まりは同じ様な現象なのでしょうが、参加者が高齢の方が多かった事。典礼にかかわる人だけではなく、もっ
と若い方々の参加をと思いました。仕事や子育てに日々大変な現実を過ごしている若い方々が、研修会や講演会に参加して、
新しい発見や自分を見直す豊かな時間を持てるように、何らかの形で私達年配者は積極的に手助けをしていきたいものです。

司会者の「最後に一言お願いします」の言葉に、カンペンハウド神父様が「今日の講演は遺言、みんなさんお元気で」。
白浜神父様が「また天国で会いましょう」。

私達も、いつの日か再び天の国で会えることを願い、主の道を歩みたいものです。とても有意義で心豊かに過ごした一日でした。

横塚　郁子　

聖歌を通して、神への賛美と感謝を捧げ、同時に信徒相互の繋がりを強め、お互いの教会を知り合うという目的で、毎年
５月に横浜地区の教会が集まって、ミサと親睦会を行ってきました。今年で２１回目を迎えます。その間、途中からですが、
中和田教会もメンバーとして５～６名が参加してきました。

今年の「聖歌の集い」は下記の要領で行われます。ミサ曲はグレゴリア聖歌「天使ミサ」です。
聖歌隊員でなくても、歌ってみたい方、個人でも参加できます。　聖歌の心に触れながらミサに
参加いたしませんか？

	 	 	 	 	 －　記　－
・日時：２０１２年５月１３日（復活節第６主日）　１４：００～１７：００
・場所：カトリック戸部教会
・司式：アダム神父
・練習日：３／１１二俣川教会　４／２２保土ヶ谷教会　５／６戸部教会
　　　　（いずれも１４：３０～１７：００です）

・お問い合せは、大宮まで。	 	 	 	 	 （中和田教会代表　大宮絢子）

「 横 浜 教 区 聖 歌 の 集 い 」 に 参 加 し て み ま せ ん か

　　　2012 年の各グループ・メンバーをご紹介します（表中敬省略）

グループ 委　員 グループメンバー　（アイウエオ順）

典　礼 大宮（智） 青柳、阿部、岩渕（洋）、下村、森脇、横塚

財　務 甲斐、山田 岩渕（英）、谷、永島、中村、町田

宣　教／要　理 井上、石井（悠） 石川、岩崎、要理学校父兄（要理代表窓口：保科）

営　繕／建物を考える会 福島 岩渕（英）、上野、甲斐、下村、山本（仁）

福　祉 中島 磯田、今井、楠田、松下、村上、山本

行　事 － Ａ ､ Ｂ ､ Ｃ ､ Ｄ各地区代表が分担

総　務 岩渕（英） 小山（恭）、小山（利）、七浦

広　報 今井 岩崎、小野

信徒の会（仮称） 小野（会長）、岩崎（副会長） どなたでも、いつでも自由参加

一粒会 井上、石川

湘南キリスト教セミナー 武田（幸）

教
会
委
員
会

親
睦

教
区

＜どのグループも、メンバーを募っております。　是非、ご参加下さい！＞
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２月の信徒会が、２０名以上の参加者で和やかに行われました。回を重ねて、だんだん参加する方々が多くなって、
イエスさまを囲む交わりの輪が温かみを増してくるのを感じます。残念なことは、男性のご参加がやや少ないこと。　
お時間のある方は、どうぞ進んで加わって下さい。

いつもの通り、小野会長から委員会の報告があり（詳細は「広報なかわだ」をお読み下さい）、次いで、４月後半を目
途に信徒会としての「ミニ巡礼」をしてはどうかという提案がありました。交通事情を考えて、平日に行う方向で、船
水さんがたたき台を考えて下さることになりました。詳細が決まりましたら掲示を致しますので、よい機会ですから、
ぜひご参加ください。

今日の分かち合いは、福祉グループの中島さんのお話をもとに、いろいろ話し合われました。他教会の福祉関連の活
動事例が紹介されましたが、外部へ向けての支援ばかりでなく、教会内部で困難を抱えている信徒への（経済的なもの
も含めて）支援の実態はどうなっているのかという質問も出て、あっと胸を突かれた思いがしました。続いて、中和田
教会では、いま何が必要なのかというお話になり、高齢信徒への配慮が必要になってきている現状をふまえ、まず「信
徒の会」に参加している我々が、それでは何をして、どう接して欲しいのかを分かち合っていくのがよいのではないか、
ということで、これからも続けて話し合っていくことになりました。

個人情報扱いのカベ、ネットワーク作りのカベ ･･･。課題はたくさんあるようです。ご
一緒に考えて参りましょう。

３月の例会は、ちょうどその日が「共同回心式」の日で、指導司祭の古川神父様との懇
談会も予定されているようなので、３月度の例会はお休みと決まりました。４月は復活祭
の後ですね。どうぞ、四旬節をふさわしくお過ごし下さいますように。　

（小野	雅彦、岩崎	好愛）

「信徒の会」：２月度例会から（２月１９日）

復活祭前の「共同回心式」を次のように実施することとなりました。下記に詳細を記します。
どうぞご参加くださいますようお願い致します。
１、日時	 	 ２０１２年３月１８日（日）午前９時から正午まで
２、指導司祭	 	 古川　勉神父様（横浜司教館）
３、テーマ	 	 信仰を伝える、信仰を証しする
４、場所	 	 聖堂
５、スケジュール
　９：００～１０：００　　主日のミサ（司式：古川神父　共同司式：小林神父）
１０：１０～１０：５０　　講話
１０：５０～１２：００　　ゆるしの秘跡

この後、有志による昼食会を計画中です。	 	 	 	 	 　以上

（小林陽一神父	＆	典礼グループ）

「共同回心式」についてのお知らせ

東日本大震災から間もなく一年が経ちます。震災を契機として「絆」の大切さが言われ
てきました。この場合の絆はいうまでもなく“人と人との大切な結びつき”を意味してい
ます。この言葉があらためて言われ出した背景には、今の時代では絆が弱体化しているこ
とがあるのかも知れません。

絆は個々人が生活する地域社会や職場、学校、団体等々においての日頃の良き人間関係
から生まれるものと考えられます。

さて私達の教会共同体においてはどうなのでしょうか。同じ信仰を持ってい
ること自体が信徒間の関係を良くする基盤であり、これで十分だとも言えるか
も知れません。

中和田教会では祭儀以外にバザー、サロン、分ち合いや福祉活動等々の互い

の良き触れ合い
3 3 3 3

の機会が多くあります。この触れ合いは信徒間の関係を一層良

くし絆を強固にすると思われます。こうした触れ合いの機会を大切にしていき

たいものです。

上野委員長の
コラム　
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委
員
会
だ
よ
り

＜
2
月
12
日
（
日
）
11
名
出
席 ＞

■
報
告
事
項

●
3
月
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

・
3
月
予
定
で
、
共
同
回
心
式
の
日
程
は
、

指
導
司
祭
と
調
整
中

・
サ
ロ
ン
は
、
予
定
通
り
3
／
25
に
開
催
す
る

●
月
修
資
料
の
確
認

・
池
長
大
司
教
書
簡
「
東
日
本
大
震
災
か
ら

一
年
を
迎
え
て
」
を
小
林
神
父
が
読
み
上

げ
、
委
員
会
出
席
者
全
員
で
分
ち
合
っ
た

・
3
／
11
の
ミ
サ
の
「
共
同
祈
願
」（
後
述
）

・
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
の
合
同
祈
祷
集
会(
後
述)

・「
病
者
の
聖
体
拝
領
式
次
第
」
が
改
訂
さ
れ
た
。

教
会
で
20
部
購
入
済
み
。
典
礼
、
聖
体
奉
仕

者
は
、よ
く
読
ん
で
お
く
よ
う
に
（
小
林
神
父
）

・
合
同
入
信
志
願
式
が
2
／
26
に
藤
沢
教
会
で

梅
村
司
教
司
式
で
行
な
わ
れ
る
。　

現
在
ま

で
の
と
こ
ろ
、
中
和
田
で
該
当
者
は
な
し

・
横
浜
天
主
堂
一
五
〇
周
年
に
関
連
し
て
、

列
聖
列
福
特
別
委
員
会
大
塚
司
教
の
発
表

が
あ
っ
た
（
記
念
ミ
サ
日
程
な
ど
）。
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
言
葉
「
日
本
の
教
会
は
、

殉
教
者
の
血
を
土
台
に
し
て
い
る
」
に
留

意
す
る
よ
う
に
（
小
林
神
父
）

・
入
管
法
が
改
訂
さ
れ
た
。（
総
務
フ
ォ
ロ
ー
）

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

●
典
礼
：
大
宮

・
今
年
か
ら
復
活
の
主
日
に
初
聖
体
を
行
な
う

・｢

横
浜
天
主
堂
献
堂
一
五
〇
周
年
の
祈
り｣

を
3
月
よ
り
、
ミ
サ
後
の
お
知
ら
せ
の
時

間
で
、
全
員
で
唱
え
る
こ
と
と
す
る

・
香
部
屋
に
タ
ン
ス
を
購
入
し
た
。
侍
者
服

は
全
て
こ
れ
に
纏
め
て
保
管
す
る

≪

集
会
祭
儀
に
関
す
る
提
案≫

・
小
林
神
父
が
不
在
の
日
曜
日
が
、
7
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
（
日
取
り
は
未
定
）。
こ

の
機
会
に
、
中
和
田
で
集
会
祭
儀
を
執
り

行
い
、
結
果
を
7
／
29
の
典
礼
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
分
ち
合
い
た
い
。

⇒

　

提
案
通
り
行
な
う
こ
と
と
し
て
、
準

備
を
進
め
る
（
委
員
会
の
結
論
）

●
財
務
：
甲
斐

・
予
算
：
信
徒
大
会
で
報
告
し
た
通
り
だ
が
、

今
後
、
金
額
の
小
さ
な
科
目
は
纏
め
る
な

ど
、
見
易
く
し
て
毎
月
報
告
す
る

・
今
年
は
岩
渕
さ
ん
の
支
援
も
頂
く

・
1
月
度
の
月
定
献
金
は
、
前
年
未
払
い
分

も
含
ま
れ
る
の
で
、
例
年
他
の
月
よ
り
多
い

・
1
月
度
の
支
出
は
、前
述
の
香
部
屋
支
出
等

・
聖
堂
改
修
の
未
払
分
の
支
払
を
４
月
頃
予
定

●
宣
教
：
石
井
（
悠
）

・
リ
ー
ダ
研
修
会
：
3
／
20
に
二
俣
川
教
会

で
開
催
さ
れ
る
。
梅
村
司
教
も
出
席
予
定

・
第
5
地
区
要
理
学
校
の
運
動
会
が
5
／
20

に
白
百
合
小
学
校
で
、
8
／
10
～
12
に
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
星
美
ホ
ー
ム
山
中
林
間

寮
で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
る

・
本
年
度
湘
南
キ
リ
ス
ト
教
セ
ミ
ナ
ー
が
、

5
／
26
（
土
）
に
藤
沢
教
会
で
開
催
さ
れ
る
。

講
師
は
片
柳
神
父
。

・
泉
区
民
ク
リ
ス
マ
ス
で
の
交
流
を
通
し
て
、

横
浜Y

M
C
A

か
ら
20
周
年
記
念
行
事(

泉

公
会
堂)

の
案
内
が
来
て
い
る

・
聖
歌
の
集
い
」
の
第
二
回
目
の
練
習
日

（
2
／
26
）
の
会
場
が
、
中
和
田
教
会
に
決

ま
っ
た
。（
大
宮(

絢)

）

●
要
理
学
校
：
石
井
（
洋
）

・
初
聖
体
の
お
勉
強
を
始
め
て
い
る
。
今
年

の
初
聖
体
は
3
名
を
予
定
し
て
い
る
。

●
営
繕
／
建
物
：
福
島 

と
く
に
報
告
事
項
な
し

●
福
祉
：
中
島

・
広
報
な
か
わ
だ
の
2
月
号
に
掲
載
の
通
り
、

「
布
切
り
」
の
作
業
を
始
め
る

・
バ
ザ
ー
残
品
は
、
既
に
殆
ど
残
っ
て
い
な

い
が
、
別
途
ま
た
売
り
出
す

★
3
／
11
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
経
過
し

た
こ
の
時
期
に
、
特
別
献
金
を
募
り
た
い
。

献
金
箱
を
置
き
、
2
／
19
か
ら
呼
び
掛
け
る
。

●
行
事
：
地
区
代
表

－

大
宮(

絢)

・
と
く
に
報
告
事
項
な
し

●
総
務
：
岩
渕

・
信
徒
台
帳
の
内
容
確
認
・
更
新
ワ
ー
ク
を

継
続
し
て
推
進
中
（
他
教
会
か
ら
、
確
認

結
果
連
絡
な
ど
も
送
ら
れ
て
来
て
い
る
）

●
広
報
：
小
野　
　

と
く
に
報
告
事
項
な
し

●
信
徒
の
会
：
小
野　

と
く
に
報
告
事
項
な
し

■
討
議
事
項

≪

信
徒
大
会
の
反
省
・
課
題≫

・
参
加
者
が
い
か
に
も
少
な
く
、
従
っ
て
、
教
会

が
抱
え
て
い
る
課
題
も
多
く
の
信
徒
に
理
解
し

て
共
有
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
、

・(

受
身
で
は
な
く)

自
ら
参
画
意
識
を
強
く
持
っ

て
頂
く
こ
と
が
必
要
、

⇒

根
本
課
題
で
あ
る
が
、
継
続
的
に
考
え
て
い
き
た
い

●
教
会
委
員
会
の
時
間
確
保
に
つ
い
て

・
是
非
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、

何
回
か
は
土
曜
日
に
開
催
す
る
方
向
で
考
え

て
欲
し
い
（
上
野
）

●
バ
ザ
ー
に
つ
い
て

・
2
／
26
に
「
今
後
の
バ
ザ
ー
運
営
」
に
関

す
る
打
合
せ
を
関
係
者
で
行
な
う
が
、
教

会
委
員
会
で
も	

『
参
考
意
見
』
を
募
っ
た
。

《
い
く
つ
か
の
『
参
考
意
見
』》

○

信
徒
大
会
で
提
案
さ
れ
た
、
岩
崎
さ
ん
の
試

案
で
よ
い
の
で
は
な
い
か

○

開
催
時
期
を
変
え
た
ら
ど
う
か
（
秋
→
春
）

時
期
が
変
わ
れ
ば
、
出
し
物
も
、
信
徒
の
負

荷
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
。

○

今
ま
で
通
り
続
け
た
い
。
止
め
る
の
は
い
つ

で
も
止
め
ら
れ
る
。
人
数
確
保
が
た
い
へ
ん

な
ら
、
仕
事
を
細
分
し
て
、
事
前
に
指
名
し

て
担
当
を
明
確
に
し
て
、
そ
れ
を
徹
底
す
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

○

無
理
の
な
い
範
囲
で
続
け
た
い
。
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
が
あ
る
が
、「
事
業
仕
分
け
」
が
大
切
。

○

バ
ザ
ー
は
外
に
開
か
れ
た
、
大
勢
参
加
の
お
祭

で
あ
り
、
続
け
る
べ
き
と
考
え
る
。
出
来
な
い

こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
企
画
・
準
備
す
る
。

○

大
雑
把
に
バ
ザ
ー
の
可
否
を
議
論
す
る
の
で
は

な
く
、「
ど
の
部
分
が
問
題
な
の
か
」
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
議
論
し
た
方
が
よ
い
。　

出
来
な
い

こ
と
は
「
外
部
委
託
」
と
い
う
手
立
て
も
あ
る

○

若
い
世
代
の
参
画
が
少
な
い
と
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
バ
ザ
ー
の
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
例
え

ば
、前
日
の
準
備(

土
曜
日)

が
終
っ
た
ら
、(

飲

み
会
含
め
て)

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会

を
つ
く
っ
た
ら
ど
う
か
（
バ
ザ
ー
当
日(

日
曜

日)

は
、
翌
日
の
仕
事
で
参
加
に
躊
躇
す
る
が
、

土
曜
日
な
ら
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
）。

●
「
合
同
で
祈
る
」
提
案

・
3
・
11
大
震
災
に
つ
い
て
、（
泉
区
民
ク
リ
ス
マ
ス
で

交
流
し
て
い
る
）
泉
区
在
住
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
団

体
と
合
同
で
祈
る
場
を
つ
く
れ
な
い
か
（
石
井
（
悠
））

⇒

　

時
間
的
に
無
理
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
叩
き

台
を
つ
く
っ
て
頂
き
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
議
論

す
る
こ
と
と
し
た
い
（
上
野
）

⇒

　

こ
の
提
案
自
体
、
ク
リ
ス
マ
ス
一
点
集
中
を

超
え
る
提
案
で
あ
り
、良
い
方
向
と
思
う
（
岩
渕
）

■
小
林
神
父
の
話
（
議
論
済
み
の
項
目
を
除
く
）

●
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の

た
め
の
祈
り

・
3
／
11
の
四
旬
節
第
3
主
日
ミ
サ
で
、
司

教
協
議
会
に
よ
る
公
式
祈
願(

集
会
祈
願
、

奉
納
祈
願
、
拝
領
祈
願)

を
唱
え
る

・
当
日
の
共
同
祈
願
は
、「
聖
書
と
典
礼
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
例
文
に
頼
ら
ず
に
、
小

教
区
と
し
て
作
成
し
て
唱
え
る
よ
う
に

・
以
上
を
3
／
5
の
ミ
サ
後
の
お
知
ら
せ
で
、

説
明
す
る
こ
と

●
追
悼
ミ
サ
等

・
2
／
15
に
東
京
カ
テ
ド
ラ
ル
に
て
池
長
大

司
教
は
じ
め
司
教
団
に
よ
る
「
犠
牲
者
追

悼
と
復
興
祈
願
の
集
ま
り
」
が
、
3
／
11

に
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
に
て
合
同
祈
祷
集
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
る
。
小
林
神
父

は
両
方
と
も
出
席
す
る　
　
　
　
　

以
上

（
次
回
は
3
月
11
日
）

（
文
中
敬
省
略
）


